
ド・モルガンの法則� �
定理. ２つの集合A,Bに対して，次が成り立つ．

• A ∪B = A ∩B • A ∩B = A ∪B� �
証明. １つ目を示す．A ∪B ⊂ A ∩B かつA ∪B ⊃ A ∩B を示せば良い．

(⊂) x ∈ A ∪B を仮定すると，

x ∈ A ∪B =⇒ x ̸∈ A ∪B

=⇒ x ̸∈ A かつ x ̸∈ B

=⇒ x ∈ A かつ x ∈ B

=⇒ x ∈ A ∩B

が成り立つ．
よって，A ∪B ⊂ A ∩B が従う．

(⊃) x ∈ A ∩B を仮定すると，

x ∈ A ∩B =⇒ x ∈ A かつ x ∈ B

=⇒ x ̸∈ A かつ x ̸∈ B

=⇒ x ̸∈ A ∪B

=⇒ x ∈ A ∪B

が成り立つ．
よって，A ∪B ⊃ A ∩B が従う．

以上より，A ∪B = A ∩B が従う．
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２つ目を示す．A ∩B ⊂ A ∪B かつA ∩B ⊃ A ∪B を示せば良い．

(⊂) x ∈ A ∩B を仮定すると，

x ∈ A ∩B =⇒ x ̸∈ A ∩B

=⇒ x ̸∈ A または x ̸∈ B

=⇒ x ∈ A または x ∈ B

=⇒ x ∈ A ∪B

が成り立つ．
よって，A ∩B ⊂ A ∪B が従う．

(⊃) x ∈ A ∪B を仮定すると，

x ∈ A ∪B =⇒ x ∈ A または x ∈ B

=⇒ x ̸∈ A または x ̸∈ B

=⇒ x ̸∈ A ∩B

=⇒ x ∈ A ∩B

が成り立つ．
よって，A ∩B ⊃ A ∪B が従う．

以上より，A ∩B = A ∪B が従う．
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